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横浜青年

今
年
恒
例
の
我
が
家
の

年
賀
状
を
受
け
取
っ
た

友
人
か
ら
写
真
を
見

て
、
私
が
旧
約
聖
書
の

族
長
の
よ
う
だ
と
の
感

想
を
書
い
た
返
信
が

あ
っ
た
。
確
か
に
子
ど

も
た
ち
夫
婦
、
そ
の
孫
た
ち
、
私
た

ち
夫
婦
の
総
勢
15
人
も
の
構
成
員
の

多
さ
に
驚
い
た
の
だ
ろ
う
▼
そ
の
写

真
を
見
な
が
ら
族
長
を
思
う
と
、
私

は
今
は
亡
き
義
父
を
思
い
出
す
。
私

た
ち
は
比
較
的
よ
く
訪
ね
た
群
馬
県

の
農
村
教
会
で
若
い
日
に
洗
礼
を
受

け
、
生
涯
忠
実
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
で

し
た
。
昔
、
家
庭
の
集
ま
り
で
語
っ

た
義
父
の
言
葉
が
50
年
以
上
経
っ
た

今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。「
肥
え
た
牛

を
食
べ
て
憎
み
合
う
よ
り
は
、
青
菜

の
食
事
で
愛
し
合
う
方
が
良
い
。」

（
旧
約
聖
書
箴
言
15
章
17
節
）。
当
時

の
私
に
と
っ
て
未
知
だ
っ
た
こ
の
言

葉
は
、
今
は
大
好
き
な
聖
書
の
言
葉

と
な
っ
て
い
る
。
義
父
と
御
殿
場
の

東
山
荘
に
行
く
と
学
生
時
代
の
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
で
の
活
動
を
熱
く
語
っ
て
く
れ

た
も
の
だ
▼
今
、
私
は
そ
の
頃
の
義

父
と
同
じ
老
齢
期
を
体
験
し
て
い
る
。

我
が
家
の
家
族
写
真
に
映
る
最
年
長

の
孫
が
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
し
高

校
生
に
な
る
。
毎
朝
の
祈
り
で
彼
の

新
し
い
生
活
に
神
さ
ま
の
良
い
配
慮

の
道
が
備
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て

彼
よ
り
小
さ
い
小
学
生
や
保
育
園
児

が
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
か
ら
守
ら
れ
る

よ
う
に
祈
っ
て
い
る
▼
我
が
家
の
次

の
集
ま
り
で
は
、
義
父
に
倣
っ
て「
肥

え
た
牛
と
青
菜
」の
話
を
孫
た
ち
に

語
り
、
か
つ
て
私
が
ホ
ド
ス
に
書
い

た
ア
メ
リ
カ
の
古
い
子
守
り
歌「
ゆ
っ

く
り
行
け
、
せ
わ
し
く
歩
き
回
る
な

よ
」を
付
け
加
え
よ
う
と
思
っ
て
い

る
。
果
た
し
て
若
者
は
ど
う
思
う
だ

ろ
う
か
。

（
準
）

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
全
国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と

と
も
に
能
登
半
島
地
震
支
援
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
支
援
活
動
は
①
金
沢
１
・
5
次
避
難

所（
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）運
営

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
②
輪
島
市
避
難
所
運
営
サ
ポ
ー

ト
③
富
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
被
災
者
支
援
活
動（
１
月

31
日
現
在
）を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
月
12
日
か
ら
16
日
に
は
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら

大
塚
英
彦
ス
タ
ッ
フ（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉
専

門
学
校
・
厚
木
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）・
杉
﨑
賢
輔
ス
タ
ッ

フ（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東
と
つ
か
保
育
園
）の
二
人
を
派

遣
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
活
動
の
報
告

を
し
ま
す
。

金
沢
1
・
5
次
避
難
所
運
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

内
閣
府
か
ら
の
要
請
で
避
難
所
の
開
設
準
備

と
初
期
運
営
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
ス
タ
ッ

フ
３
人
、
そ
の
後
7
人
（
大
阪
・
神
戸
・
日
本

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
・
仙
台
・
熊
本
・
奈
良
・
名
古

屋
・
ぐ
ん
ま
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）計
10
人
が
１
月
末

ま
で
支
援
活
動
を
行
い
、
石
川
県
職
員
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
、
避
難
所
環
境
整
備
、
各
支
援
団
体

の
調
整
や
運
営
組
織
化
な
ど
の
役
割
を
担
い
ま

し
た
。
内
閣
府
か
ら
２
月
以
降
も
関
わ
り
を
希

望
す
る
意
向
が
示
さ
れ
、
引
き
続
き
ス
タ
ッ
フ

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

輪
島
市
避
難
所
運
営
サ
ポ
ー
ト

　

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
中
心
に
１
月
24
日
か
ら
輪

島
市
内
の
町
野
小
学
校
・
東
陽
中
学
校
の
２
カ

所
の
避
難
所
運
営
の
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。

駐
在
ス
タ
ッ
フ
１
名
と
他
約
２
名
を
リ
レ
ー
形

式
で
派
遣
し
て
い
ま
す
。
輪
島
市
は
半
島
の
中

で
最
も
被
害
が
大
き
く
未
だ
２
２
7
5
人（
2

月
16
日
現
在
）が
避
難
生
活
を
し
、
約
１
０
０

カ
所
の
避
難
所
が
あ
り
ま
す
。
避
難
所
運
営
は

基
本
的
に
輪
島
市
の
職
員
が
あ
た
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
90
％
が
被
災
者
で
す
。
自
ら
も
被
災

し
な
が
ら
避
難
所
運
営
を
行
う
輪
島
市
の
職
員

を
支
え
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

富
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
被
災
者
支
援
活
動

２
月
以
降
に
富
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
中
心
に
、
被

災
し
た
子
ど
も
た
ち
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
学
童
保
育
、子
育
て
広
場
や
保
護
者
・

シ
ニ
ア
向
け
の
カ
フ
ェ
、
健
康
体
操
な
ど
被

災
し
た
人
び
と
に
笑
顔
が
広
が
る
活
動
を
展

開
し
よ
う
と
、
富
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
話
し
合
い

を
進
め
て
い
ま
す
。
富
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
現
地

の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
現
地
の
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
支
援
活
動
を
進
め
て
い
く
準
備
に

入
っ
て
ま
す
。

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
ス
タ
ッ
フ
派
遣

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
派
遣
の
２
人
の
ス
タ
ッ

フ
は
初
日
に
、
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
に
入
り
ま
し
た
。
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
タ
ッ

フ
か
ら
引
き
継
ぎ
を
受
け
、
各
支
援
団
体
か
ら

の
意
見
調
整
や
所
管
す
る
県
の
各
課
へ
の
確
認

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
避
難
所
に
は
長
期
入

所
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
入
所
者
の
運
動
不
足
な

ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
情
報
一
元
化
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
避
難
所
内
の

体
制
や
環
境
が
変
わ
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
解
決
に
向
け
て
調
整
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
文
責
編
集
部
）

　
能
登
半
島
地
震
の
発
生
か
ら
1
日
で
2
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。
石
川
県
で
は
2
月
16
日
時
点
で
1
万
5

4
4
4
人（
石
川
県
）が
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
全
国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
と
も

に
緊
急
支
援
募
金
の
呼
び
掛
け
や
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年
と

な
り
ま
す
。
今
号
で
は
震
災
に
遭
わ
れ
た
方
た
ち
に
思
い
を
寄
せ
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
の
感
謝
と

と
も
に
能
登
半
島
支
援
活
動
の
報
告
と
と
も
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第 1 次募金期間　 3 月31日まで
【募金使途】・被災地近隣YMCAと協働して行う、

能登半島地震の被害を受けた地域への支援活動
・YMCA が関係する災害支援団体との協働で
行う支援活動

【募金方法】各 YMCA の窓口へ直接お持ちいた
だくか、以下にお振込みください。
郵貯振替：ゆうちょ銀行　〇二九店
当座預金　0002878
　　　　　ザイ）ヨコハマワイエムシーエー
通信欄に「2024能登半島」とご記入ください。
※横浜 YMCA のサイトからはクレ
ジットカードでの送金もできます。
右の QR コードから Web サイトにお
入りください。

　横浜北 YMCA では 2 月 4 日に、新横浜駅
前広場にて街頭募金を実施しました。サッ
カークラフのメンバーを中心にボランティ
ア・スタッフ18人で道行く人に呼びかけ、
153,548円の募金が寄せられました。湘南
とつか YMCA では、3 月17日（日）午後 3 時
30分からチャリティーコンサート&English
Song Festival を開催します。入場料一人
1 千円（中学生以上・一部は能登半島地震
支援募金となります）。

能登半島地震支援のための
街頭募金やチャリティーコンサート

能登半島地震
YMCA緊急支援募金受付中

能
登
半
島
地
震
支
援
活
動
報
告

全
国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
と
も
に
展
開

▲ 環境整備に取り組む杉﨑スタッフ

杉崎賢輔スタッフ 大塚英彦スタッフ

▲ 避難所運営のアドバイザーとしてYMCA のスタッフが活動している石川県の1.5
次避難所
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横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
２
月
12

日
に
、
湘
南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て「
会
員

大
会
︱
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
︱
」を

開
催
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

会
員
事
業
委
員
会（
古
賀
健
一
郎

委
員
長
）が
中
心
と
な
り
企
画
・

準
備
・
運
営
が
行
わ
れ
た
。
会
場

に
は
維
持
会
員
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
会

員
、
保
護
者
・
家
族
、
会
員
の
知

人
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
関
心
の
あ
る
人

な
ど
１
８
８
人（
会
場
１
１
４
人
・ 

ア
ク
セ
ス
74
）が
参
加
し
、
特
別

講
演
と
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
広
島

ピ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
、
委
員
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
能
登
半
島
地
震
支

援
報
告
な
ど
を
通
し
て「
平
和
」に

つ
い
て
学
び
、
考
え
る
時
を
過
ご

し
た
。

　

開
会
礼
拝
後
に
、
工
藤
誠
一
理

事
長
が
日
ご
ろ
の
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

へ
の
支
え
に
感
謝
し「
平
和
に
つ

い
て
学
び
、
次
の
世
代
に
残
す
未

来
に
つ
い
て
と
も
に
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
を
述
べ

た
。
特
別
講
演
で
は
、
桃
井
和
馬

氏（
恵
泉
女
学
園
大
学
教
授
人
文

学
部
・
写
真
家
・
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
家
）を
招
き
、『「
戦
争
」・「
平

和
」・「
未
来
」の
作
り
方
～
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
か
ら
、パ
レ
ス
チ
ナ
・

イ
ス
ラ
エ
ル
戦
争
、
そ
し
て
地
球

環
境
を
考
え
る
～
』を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
た
。
桃
井
氏
は
こ
れ
ま
で

１
４
０
カ
国
を
取
材
し
紛
争
、

地
球
環
境
、
宗
教
な
ど
を
基

軸
に
写
真
や
映
像
な
ど
を
用

い
て
語
っ
た
。
桃
井
氏
は
最

初
に
自
分
で
考
え
、
仲
間
と

一
緒
に
道
を
模
索
し
行
動
す

る
力
を
育
む
教
育
が
大
切
で

あ
る
と
語
っ
た
。
ま
た
戦
争

に
お
け
る
歴
史
的
な
背
景
と

要
因
と
し
て「
乳
と
蜜
の
流

れ
る
地
」（
聖
書
出
エ
ジ
プ

ト
記
３
章
８
節
ほ
か
）を
用

い
、
土
地
や
水
な
ど
の
資
源

を
求
め
て
無
限
に
拡
大
す
る

人
間
の
欲
望
を
制
御
す
る
本

物
の
知
恵
が
必
要
な
時
代
を

迎
え
て
い
る
と
話
し
、
同
時

に
地
球
環
境
問
題
と
密
接
な

関
係
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。戦
争
、

環
境
、
平
和
に
つ
い
て
次
の
世
代

に
ど
の
よ
う
な
未
来
を
残
す
か
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

続
い
て
、
広
島
ピ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち（
学

童
ク
ラ
ブ
・
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ

ブ
）に
よ
る
報
告
が
行
わ
れ
、
平

和
記
念
資
料
館
の
見
学
や
折
り
鶴

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成
の
千
羽
鶴

を
献
納
し
た
報
告
が
あ
っ
た
。「
人

が
嫌
が
る
こ
と
を
し
な
い
」「
困
っ

て
い
る
人
が
い
た
ら
積
極
的
に
助

け
る
」な
ど
平
和
へ
の
取
り
組
み

を
自
分
事
と
し
て
語
っ
た
。

　

最
後
に
佐
竹
博
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

総
主
事
が「
平
和
で
公
正
な
社
会

を
目
指
し
、
子
ど
も
た
ち
に
未
来

を
つ
な
げ
て
い
く
働
き
を
皆
さ
ま

と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
」と
述
べ
た
。

　

２
月
４
日
に
、
横
浜
市
金
沢
区

内
に
あ
る
金
沢
八
景
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
マ
ナ
保
育
園
、
横
浜
市

金
沢
区
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
と

こ
と
こ(

運
営
委
託)

、
横
浜
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
保
育
事
業
が
連
携
し
、
子
育

て･

子
育
ち
支
援
の
一
環
と
し
て

｢

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
子
育
て
応
援
マ
ル

シ
ェ｣

を
三
浦
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
開
催
し

た
。

　

当
日
は
雨
が
降
る
天

気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

乳
幼
児
親
子
約
２
０
０

人
の
参
加
者
が
親
子
の

き
ず
な
や
参
加
者
同
士

の
つ
な
が
り
を
深
め
た
。

　

当
日
は
、
横
浜
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
と
関
わ
り
の
あ
る

「
ま
つ
り
宝
山
」に
よ
る

仙
台
す
ず
め
踊
り
の
演

舞
や
保
育
事
業
に
よ
る
カ
ロ
ム
、

親
子
サ
ッ
カ
ー
、
保
育
園
の
遊
び

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
市
民
活
動
団
体

の
活
動
紹
介
や
作
業
所
の
製
品
販

売
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、

ミ
ニ
ヤ
ギ
の
ふ
れ
あ
い
体
験
や

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
ド
リ
ン
ク
、

ワ
ッ
フ
ル
、
カ
レ
ー
、
横
須
賀

た
こ
焼
き
な
ど
の
販
売
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
・
チ
ア
ダ
ン
ス
の
発
表
な

ど
が
行
わ
れ
、
乳
幼
児
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
い
時
間
を
と
も
に
過
ご

し
た
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
今
後
も

子
育
て
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
一

人
で
抱
え
な
い
よ
う
顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
機
会

を
提
供
し
て
い
く
。

ポジティブネットをひろげよう
～今月のよくなる一歩～

好きなことに熱中しよう。
道を拓こう！

好きなことに熱中しよう。
道を拓こう！

　　（Responsibility 責任感）　　（Responsibility 責任感）

 ねっちゅう す

 みち  ひら

ＹＭＣＡ子育てマルシェ
200人の乳幼児親子の輪広がる

日
中
韓
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム 

上
海
で

Y M C A
N E T W O R K
N E W S

春の野草あそび

会員大会－ピースフォーラム－を開催
ハ イ ブ リ ッ ド で160人 を 超 え る 参 加
戦 争・平 和・未 来 に つ い て 学 び
次の世代に残す未来をともに考えた

　本コラムは今号にて終了となります。これまでの
コラムを振り返りたいと思います。
　横浜 YMCA では、公正で平和な世界を目指し活動
を展開しています。「体験を平和につなぐ」のコラム
は、2021年 8 月から2024年 2 月まで 6 人の方から31
回にわたり、それぞれの体験をご紹介いただき、平
和について考える機会となりました。ご寄稿いただ
いた方々に心から感謝いたします。
　2021年 8 月からの松島美一氏（元常議員）は、国民学
校への入学や学童疎開、歴史の授業、教育勅語などの
体 験 を 記し て いま す。2022年 1 月か ら の 茂 木 雄 氏 

（元理事・常議員）はご自身の歩みを通してアメリカ
に対する憎しみが学生 YMCA や出会った先生により
代えられ、その後の人生における企業での働きや
YMCA でのボランティア活動を通し平和を創る活動に
つながったことが伝えられました。2022年 4 月から
の田口堅吉氏（厚木ワイズメンズクラブ）は、小学
校時の上級生が戦死したことへの思い、祖母の手を
取り避難したことなどを寄せていただきました。
2022年 7 月からの加藤利榮氏（横浜とつかワイズメ
ンズクラブ）は軍事工場の配置換えによりいのちを
つないだこと、終戦を迎えた日の記憶が鮮明に記さ
れています。2022年12月からの川口知幸氏（厚木
YMCA 運営委員 ・厚木ワイズメンズクラブ）は、お母
様の貴重な手記を寄せていただき、岡山大空襲や防
空壕に入らずにいのちが守られたことなどを紹介し
ています。2023年 5 月からの髙橋信夫氏（元常議員・
元大和 YMCA 運営委員長）は、ご自身の生い立ち、
父親への思い、戦後47年ぶりの友人との再会、家族、
アジアの民衆の痛み、聖書からの平和などについて
伝えていただきました。
　平和を創るためにこれからも多くの皆さまととも
に歩み続けていきたいと思います。� （文責編集部）

体験を平和につなぐ vol.32
平和を創るために歩み続ける 

　春の訪れを感じる今、底冷えす
る季節があったからこそ豊かな自
然は着実に準備をしていたかと思
うと、神秘的に感じます。今回は　
二つの植物を使ったあそびを紹介
します。
　一つ目は土筆（ツクシ）の「どこ
だ？当てっこあそび」です。ツク
シの節をそっと抜き戻すと、見た
目はどの節で切れているか分から
ない程に精巧に元通りになります。
この時季になるとツクシは野山へ
足を運ばなくても、住宅街の空き
地で見つけられます。一本見つけ
ると、多く群生していることに気づ

き思わず微笑む瞬間があります。
　二つ目はナズナの「ぺんぺん太
鼓あそび」です。春の七草のひと
つ、ぺんぺん草は、三味線草とも
呼ばれることもある植物です。実
の部分を数カ所、引っ張り伸ばし
て振るとペンペンといい音がしま
す。耳元で優しく振るってみてく
ださい。ぺんぺん太鼓の音の他に
も、日頃は気付かない音や声に出
会えるかもしれません。
　親子で豊かな時間を体験してみ
てください。

（YMCA とつか乳児保育園
　　　　　主任　山田 綾）

　

藤
沢
市
、
大
和
市
、
鎌
倉
市
、
横
浜
市

戸
塚
区
な
ど
の
地
域
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
事
務
局
を
担
い
、
地
域
の
教

会
な
ど
と
協
力
し
平
和
を
考
え
る
時
や
ク

リ
ス
マ
ス
を
と
も
に
祝
う
会
な
ど
を
開
催

し
て
い
る
。

　

１
月
20
日
に
は「
キ
リ
ス
ト
者
一
致
の

た
め
の
合
同
祈
祷
会
」（
主
催
藤
沢
市
内

キ
リ
ス
ト
教
連
絡
会
・
事
務
局
藤
沢
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
）を
開
催
し
た
。
藤
沢
市
内
に
あ
る

22
の
教
会
が
と
も
に
西
ア
フ
リ
カ
の
難
民

や
能
登
半
島
地
震
で
困
難
を
強
い
ら
れ
て

い
る
方
た
ち
を
覚
え
、
ま
た
閉
塞
し
た
課

題
あ
る
社
会
へ
も
目
を
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
に
お
い
て
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
む

こ
と
を
誓
っ
た
。

藤沢
藤
沢
地
域
の
教
会
と

と
も
に
祈
り
の
時
を

　
「
第
35
回
外
国
人
留
学
生
に
よ
る
日
本

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」（
主
催 

神
奈

川
県
専
修
学
校
各
種
学
校
協
会
横
浜
支
部
）

が
１
月
30
日
に
関
内
ホ
ー
ル（
横
浜
市
中

区
）に
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
に
は
、
横
浜
市
内
の
専
門
学
校
を
中
心

に
８
校
か
ら
12
人
が
出
場
し
、
日
ご
ろ
の

学
習
の
成
果
を
発
表
し
た
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校
日
本
語

学
科
の
チ
ャ
イ
セ
ン 

チ
ョ
ー
ク
チ
ャ
イ

さ
ん（
タ
イ
）は
、「
今
日
は
行
き
た
く
な

い
な
、
の
ん
び
り
し
た
い
か
ら
」の
テ
ー

マ
で
出
場
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
横
浜
放
送
局
局
長

賞
を
受
賞
し
た
。
チ
ャ
イ
セ
ン
さ
ん
は
、

友
人
の
誘
い
の
断
り
方
に
つ
い
て
日
本
は

曖
昧
で
、
タ
イ
は
理
由
を
率
直
に
伝
え
る

と
話
し
、
友
人
の
証
と
し
て
親
し
い
人
に

は
率
直
に
理
由
を
伝
え
よ
う
と
語
っ
た
。

　

３
月
に
専
門
学
校
を
卒
業
す
る
チ
ャ
イ

セ
ン
さ
ん
は「
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
、

楽
し
か
っ
た
」と
コ
ン
テ
ス
ト
の
感
想
を

述
べ
た
。

専門学校
留
学
生
が
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
で
受
賞

▲�乳幼児親子が遊びに熱中した時間をともに過ごした

▲�戦争や平和・未来、環境について語った桃井氏
▲�左下）広島ピースセミナーの報告を語ったアフタースクールの子どもたち
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Ａ
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
子
ど
も

た
ち
を
対
象
と
し
た「
お
か
ね
の

教
室
」、
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
専

門
学
校
の
留
学
生
を
対
象
と
し
た

「
就
職
の
た
め
の
模
擬
面
接
」を
開

催
し
た
。

　

今
後
も
企
業
の
社
会
的
責
任（
Ｃ

Ｓ
Ｒ
）の
実
践
に
つ
な
が
る
活
動

を
続
け
て
い
く
。

︻
2
0
2
3
年
度
賛
助
会
入
会
会
社
︼

　

厚
木
テ
ィ
ー
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
有
）、（
株
）安
藤
ス
ポ
ー
ツ
、
ア

ン
ド
ウ
電
気
照
明（
株
）、（
株
）伊

藤
園
、
上
野
ト
ラ
ン
ス
テ
ッ
ク

（
株
）、（
株
）エ
イ
コ
ー
プ
リ
ン
ト
、

小
倉
会
計
事
務
所
、
鹿
島
建
設

（
株
）横
浜
支
店
、（
株
）神
奈
川
新

聞
社
、
川
本
工
業（
株
）、（
株
）共

栄
社
、（
株
）崎
陽
軒
、
協
同
電
気

（
株
）、（
株
）グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
、

（
株
）サ
カ
ク
ラ
、（
株
）サ
ス
・
ス

ポ
ー
ツ
プ
ロ
ダ
ク
ト
、
サ
ン
ト

リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン（
株
）、
湘
南
ひ
か
り
の
く
に

（
株
）、
大
成
建
設（
株
）、（
株
）ダ

イ
イ
チ
、
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ

（
株
）、
タ
カ
ナ
シ
乳
業（
株
）、
タ

カ
ノ（
株
）、（
株
）テ
レ
ビ
神
奈
川
、

（
福
）東
京
コ
ロ
ニ
ー
東
京
都
大
田

福
祉
工
場
、
戸
田
建
設（
株
）横
浜

支
店
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ベ
ン
デ
ィ

ン
グ（
株
）、（
株
）日
栄
ビ
ル
サ
ー

ビ
ス
、日
興
テ
ク
ノ
ス（
株
）、（
株
）

日
新
、
三
菱
Ｈ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー

ス（
株
）、（
株
）フ
ェ
ア
ス
タ
ー
ト
、

藤
木
企
業（
株
）、
富
士
フ
ィ
ル
ム

ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ

パ
ン（
株
）神
奈
川
支
社
、
富
士
倉

庫（
株
）、
扶
桑
電
機（
株
）、（
株
）

ホ
テ
ル
、ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
、（
株
）

プ
レ
ジ
ャ
ー
、（
株
）ポ
ン
パ
ド
ウ

ル
、
丸
全
昭
和
運
輸（
株
）、
三
丸

興
業（
株
）、
明
治
安
田
生
命
保
険

相
互
会
社
、（
株
）大
和
生
花
店
、

（
株
）有
隣
堂
、（
株
）ヨ
コ
ソ
ー
、

横
浜
エ
レ
ベ
ー
タ（
株
）、（
株
）横

浜
銀
行
、横
浜
商
工
会
議
所
、（
株
）

横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
、（
特
非
）よ
こ

は
ま
地
域
福
祉
研
究
セ
ン
タ
ー
、

ヨ
シ
ダ
電
子（
株
）、
理
想
科
学
工

業（
株
）神
奈
川
営
業
所
、（
有
）ワ

イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
順
不
同
・

敬
称
略　

１
月
31
日
ま
で
）。

２
０
２
３
年
度
の
サ
ポ
ー
ト
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

維

持

会

員

　

香
川
千
代
美（
敬
称
略
。
２
月

5
日
ま
で
に
入
金
い
た
だ
い
た
新

規
登
録
の
方
で
す
）。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
賛
助
会
は
、
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
青
少
年
育
成
や
地

域
の
人
び
と
と
と
も
に
平
和
な
社

会
を
創
る
こ
と
を
目
指
す
目
的
と

願
い
に
賛
同
し
、
そ
の
活
動
を
援

助
、
支
援
す
る
法
人
に
よ
り
構
成

す
る
会
員
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
３
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
前
の
活
動
に
近
い
状

態
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

毎
年
行
っ
て
い
た
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
ン
支
援
の
た
め
の
異
業

種
交
流
会
は
、
４
年
ぶ
り
に
対
面

で
開
催
。
名
刺
を
使
っ
た
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
交
流
を
深
め
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
て
支
援

金
を
集
め
た
。

　

賛
助
会
各
企
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
生
か
し
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ

賛
助
会
企
業
と
地
域
に
貢
献

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
使
命
に
賛
同
す
る

ル
ド
ト
リ
ッ
プ
や
３
カ
国
に
よ

る
連
絡
委
員
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

１
月
28
日
か
ら
２
月
１
日
に

は
、
昨
年
８
月
に
行
わ
れ
た
三

都
市
会
議
に
お
い
て
決
定
し
た
上

海
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

高
齢
者
事
業
相
互
研
修
に
齊
藤
美

香
ス
タ
ッ
フ
、
稲
山
祐
子
ス
タ
ッ

フ
（
両
名
と
も
大
和
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
の
二

人
を
派
遣
し
た
。
上
海
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
現
地
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
・
地
域
の
介
護
従

事
者
向
け
に
居
宅
介
護
を
は
じ
め

と
す
る
介
護
実
技
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

介
護
者
の
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
に
関
す

る
講
座
を
行
っ
た
。
講
座
の
内
容

は
中
国
全
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
向
け
て
オ

ン
ラ
イ
ン
で
配
信
さ
れ
た
。
稲
山

ス
タ
ッ
フ
は
「
上
海
の
制
度
に
か

か
わ
ら
ず
何
か
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
い
く
と
い
う
姿
勢
を
学
び
ま

し
た
。
地
域
や
高
齢
者
の
方
と
の

関
係
を
さ
ら
に
大
切
に
し
て
取
り

組
み
ま
す
」
と
語
っ
た
。
二
人
は

研
修
後
に
日
中
韓
平
和
フ
ォ
ー
ラ

に
佐
竹
博
総
主
事
と
5
人
の
ス

タ
ッ
フ
が
参
加
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
中
国
・
韓
国
・
日
本
の
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
が
と
も
に
学
び
と
交
流
を

通
し
、
友
情
を
深
め
未
来
に
向
け

て
３
カ
国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
何
が

で
き
る
の
か
を
語
り
合
う
場
と
し

て
２
０
０
４
年
か
ら
定
期
的
に
日

中
韓
の
３
カ
国
が
会
場
を
持
ち

回
り
で
実
施
し
て
い
る
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
三
カ
国
か

ら
57
人
（
う
ち
ユ
ー
ス
33
人
・
日

本
か
ら
は
19
人
）
が
参
加
し
た
。

基
調
講
演
で
は
「
平
和
の
船
を
漕

ぐ  

変
化
の
時
代
に
お
け
る
ユ
ー

ス
の
使
命
」
と
題
し
、
胡
令
遠
氏

（
復
旦
大
学
教
授
）
が
東
ア
ジ
ア

地
域
に
お
け
る
関
係
の
変
遷
、
社

会
情
勢
、
平
和
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
話
し
た
。
こ
の
ほ
か
、フ
ィ
ー

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
２
月

１
日
か
ら
４
日
に
、
上
海
で
開

催
さ
れ
た
「
第
9
回
日
中
韓
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
主
管
中
華
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
全
国
協
会
・
共
催
日
本
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
、
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
連

盟
・
中
華
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
全
国
協
会
）

ム
に
参
加
し
た
。
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

で
は
今
後
も
と
も
に
未
来
に
向
け

た
交
流
を
継
続
し
て
い
く
。

日
中
韓
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
上
海
で

高
齢
者
事
業
相
互
研
修
に
2
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣

　1 月16日に、
横濱ロータリ
ークラブから
横浜市中区地
域子育て支援
拠点のんびり
んこ（横浜YMCA
運営受託）二戸

明美施設長が中区にて子育て
を地域全体で支える地域力を
創出する働きに寄与してきた
として表彰された。

横濱ロータリークラブ表彰
のんびりんこ  二戸明美施設長

FLASH NEWS

　YMCA 支援を主な目的とするワイズメン
ズクラブの活動にはさまざまな喜びが伴
います。その一つが、私自身経験したこ
とですが、メンバーになることで新しい
交流が生まれ、晩年になっても新たな友
人が出来ることです。ワイズメンズクラ
ブが会員増強活動に熱心な理由の一つと
言えましょう。
　この度、私たちのクラブにとって大変
うれしいことに、一挙に 3 人の方が新たに
加わることになりました。1 月のクラブ例
会でお一人、2 月の例会でご夫妻お二人の
入会式を行います。新メンバーは現役世代
で、クラブの平均年齢も下がることからま
すます活発なクラブ活動が期待されます。　

（横浜つづきワイズメン&ウィメンズクラブ 
　　　　　　　　　会長　今城高之）

新メンバー迎えて活発な活動
横浜つづきワイズメンズクラブ

総主事総主事
佐 竹 　 博佐 竹 　 博

　

水
泳
か
ら
学
ん
だ「
自
ら
行

動
し
な
け
れ
ば
前
に
進
ま
な
い
」

を
私
は
肝
に
銘
じ
て
い
る
。
水

以
外
に
触
れ
て
い
る
も
の
が
な

い
水
中
で
進
む
に
は
ひ
と
か
き
、

ひ
と
け
り
、
自
ら
手
足
を
動
か

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

た
と
え
に
、
本
コ
ラ
ム
を「
ひ

と
か
き
」と
し
た
こ
と
は
以
前

に
紹
介
し
た
。
こ
の「
か
き
」や

「
け
り
」の
蓄
積
に
よ
っ
て
メ
ー

ト
ル
あ
る
い
は
秒
と
い
っ
た
目

標
や
成
果
と
な
っ
て
い
く
。
一

つ
ひ
と
つ
の
集
積
が
成
果
と
な

る
も
の
は
水
泳
以
外
に
も
あ
る

だ
ろ
う
。　　

10
代
・
20
代
が
選
挙
に
お
け

る
投
票
率
で
他
の
世
代
よ
り
低

い
と
さ
れ
て
い
る
。
１
票
の
積

み
重
ね
が
何
か
の
目
標
を
達
成

す
る
、
自
分
の
思
い
が
叶
う
と

の
実
感
が
持
て
な
い
か
ら
だ

ろ
う
か
。自
ら
の
思
い
を
、

権
利
を
行
使
し
て

託
す
こ
と
で
社
会
の
変
化
を
促

す
こ
と
が
実
感
で
き
れ
ば
、
投

票
者
が
増
え
、
投
票
さ
れ
る
側

の
意
識
も
変
わ
る
は
ず
だ
。

　

災
害
な
ど
の
復
興
、
特
に
心

の
回
復
へ
の
言
葉
が
け
に
は
、

急
が
せ
ず
寄
り
添
う
こ
と
を
意

識
す
る
。「
少
し
ず
つ
」「
ゆ
っ

く
り
」「
一
つ
ず
つ
」「
一
歩
一

歩
」と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
励
ま
し
は
、
心
の
痛
み
や
、

悲
し
み
の
中
に
あ
る
思
い
か
ら

の
回
復
に
力
を
与
え
て
く
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。

ゴ
ー
ル
や
先
が
見
え
な

い
中
で
、
ひ
と
か
き
や
、

一
歩
の
強
制
が
途
方
も
な
い

先
に
向
か
う
小
さ
な
も
の
で
あ

る
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
次

の
動
作
に
つ
な
が
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
寄

り
添
い
、
共
に
い
て
、
支
え
る

存
在
が
い
て
こ
そ
小
さ
い
一
歩

を
積
み
重
ね
て
い
け
る
の
だ
と

思
う
。　

　

喜
ぶ
人
と
と
も
に
喜
び
、
泣

く
人
と
と
も
に
泣
く
こ
と
を
聖

書
は
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
多

く
の
祈
り
と
と
も
に
寄
り
添
う

想
い
が
募
金
と
し
て
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
想
い
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
は
、
避
難
所
運
営
の
サ
ポ
ー

ト
や
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア

の
た
め
の
専
門
職
の
派
遣
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
通
し
て
寄
り

添
っ
て
い
く
。

寄り添っていく寄り添っていく

　

藤
沢
市
、
大
和
市
、
鎌
倉
市
、
横
浜
市

戸
塚
区
な
ど
の
地
域
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
事
務
局
を
担
い
、
地
域
の
教

会
な
ど
と
協
力
し
平
和
を
考
え
る
時
や
ク

リ
ス
マ
ス
を
と
も
に
祝
う
会
な
ど
を
開
催

し
て
い
る
。

１
月
20
日
に
は「
キ
リ
ス
ト
者
一
致
の

た
め
の
合
同
祈
祷
会
」（
主
催
藤
沢
市
内

キ
リ
ス
ト
教
連
絡
会
・
事
務
局
藤
沢
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
）を
開
催
し
た
。
藤
沢
市
内
に
あ
る

22
の
教
会
が
と
も
に
西
ア
フ
リ
カ
の
難
民

や
能
登
半
島
地
震
で
困
難
を
強
い
ら
れ
て

い
る
方
た
ち
を
覚
え
、
ま
た
閉
塞
し
た
課

題
あ
る
社
会
へ
も
目
を
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
に
お
い
て
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
む

こ
と
を
誓
っ
た
。

藤沢
藤
沢
地
域
の
教
会
と

と
も
に
祈
り
の
時
を

タイ北部国境付近における社会課題や社会状
況について学ぼうと、 1 月27日にオンライ

ンでグローバルセミナー「タイ国境付近では何が
おきているのか－ミャンマーからの避難民、ラオ
スでのカジノ開発、そしてストリートチルドレン、
無国籍」（主催 横浜 YMCA 国際事業委員会）を開
催した。齋藤百合子氏（横浜YMCA国際事業委員）
が講師を務め、タイ北部国境付近の現状や YMCA
パヤオセンターの取り組みについて話し、参加者
と活発な質疑応答があった。

横浜 YMCA は東日本大震災支援活動「3.11をわ
すれない…」を継続している。古居みずえ

監督による映画「飯舘村べこやの母ちゃん - それ
ぞれの選択」の鑑賞会を 3 月 4 日（月）午後 1 時30
分から 4 時30分に、きらら鎌倉（生涯学習セン
タ ー・鎌 倉 市）に て（申 込 み 鎌 倉 YMCA・Tel 
0467-24-7859・サ ム レ ー ン・ア プ サ
ラ 協 働）、 3 月 9 日（土）午 後 1 時 か ら
5 時に横浜中央YMCA（申込みQRコー
ド）でオンラインにて行う。

ひとかきひとかき

▲ 日中韓平和フォーラムに参加した皆さん

▲ 上海 YMCA の職員と高齢者に
向けて介護予防体操を行う齊
藤・稲山スタッフ



横 浜 青 年
横浜中央YMCA Tel 045-662-3721
横浜北YMCA Tel 045-433-4321
藤沢YMCA Tel 0466-26-1151
横須賀YMCA Tel 046-854-5126
川崎YMCA Tel 044-932-2031
厚木YMCA Tel 046-244-4181
鎌倉YMCA Tel 0467-24-7859
YMCA山手台センター Tel 045-813-1022
湘南とつかYMCA Tel 045-864-4768
金沢八景YMCA Tel 045-782-3003
YMCA東とつかセンター Tel 045-392-3747
大和YMCAライフサポートセンター Tel 046-264-3192

横浜YMCAワークサポートセンター アンジュ Tel 045-867-0090
横浜YMCAワークサポートセンター レザン Tel 045-860-5252
YMCAあつぎ保育園ホサナ Tel 046-222-8619
YMCA山手台保育園アルク Tel 045-813-1022
YMCAとつか保育園 Tel 045-870-3663

Y M C Aマナ保 育 園 Tel 045-790-3588
YMCAとつか乳児保育園 Tel 045-870-3235
YMCAつるみ保育園 Tel 045-500-5030
YMCAかわさき保育園 Tel 044-520-1825
YMCAいずみ保育園 Tel 045-800-3010

YMCA東とつか保育園 Tel 045-820-5588
YMCA東かながわ保育園 Tel 045-440-3763
YMCAたかつ保育園 Tel 044-281-7833
金沢八景YMCA保育園 Tel 045-353-5130
YMCAオベリン保育園 Tel 042-707-9974
大和YMCA保育園 Tel 046-214-3192
富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ Tel 0544-54-1151
三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ Tel 046-888-2100
鶴 見 中 央 Y M C A Tel 045-508-7800
YMCAライフサポートセンター鶴見 Tel 045-506-0131
本   部   事   務   局 Tel 045-662-3721横浜YMCA

I N F O R M A T I O N
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●新型コロナウイルスの感染・拡大防止のた
め、イベントを延期・中止させていただく場
合があります。（参加費は税込み）

レクチャー
■イングリッシュセミナー　
日　時　3月15日（金）午前10時～正午
会　場　鎌倉 YMCA・オンライン（Zoom）
テーマ　 V i o l s i n J a p a n - E n c o u n t e r s w i t h 

E u r o p e a n I n s t r u m e n t s b y t h e 
Tensho Envoys and the Audience 
with Toyotomi Hideyoshi-

ゲスト　Yukimi Kambe さん
参加費　会員1,200円、一般1,500円
申込み　kamakura_info@yokohamaymca.org
問合せ　鎌倉 YMCA　Tel 0467-24-7859
〇ヴィオラ・ダ・ガンバ奏者、バロック・バ
イオリン奏者の神戸愉樹美さんから学びます。

キリスト教理解
■とつか聖書を学ぶ会　
日　時　3月7日（木）午前10時30分～
会　場　湘南とつか YMCA4階404教室
テーマ　聖書を楽しく学ぼう
講　師　 堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教

会牧師）
参加費　無料
問合せ　湘南とつか YMCA　Tel 045-864-4768

　　　　ymsports@yokohamaymca.org

イベント
■ YMCAこどもにほんごクラブ
日　時　 3月25日（月）～29日（金）午前10時～

正午※申込みは1日単位で可能
会　場　横浜中央 YMCA9階
対　象　外国につながる子ども（小・中学生）
参加費　無料
申込み　 QR コードからお申込みく

ださい。
問合せ　横浜 YMCA 学院専門学校
　　　　Tel 045-661-0080
〇ボランティアと一緒に日本語の勉強やアク
ティビティに取り組みます。
■ 障がい児・者とともに歩む「輪和 Wa コ

ンサート」
日　時　3月16日（土）午後1時30分～2時30分
会　場　 カンバーランド長老キリスト教会　

高座教会
出演者　 山本美津代（パイプオルガン）、西口

則子（ソプラノ）
演　目　 コラール・パルティータ「わが心よ

目覚めよ」「アヴェ・マリア」他
参加費　無料
申込み　 電話、メール、QR コード

にてお申込みください。
主　催　 大和 YMCA「輪和 Wa コンサート」実

行委員会

問合せ　Tel 046-264-3192
　　　　yamato_lsc@yokohamaymca.org

子育て支援
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時　3月12日（火）午後2時～3時・24日（日）
　　　　午前10時15分～11時15分
会　場　中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象　 横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ　 横浜子育てサポートシステム中区支

部事務局　Tel 045-663-0676
■プレママDay
日　時　3月26日（火）
　　　　午前10時30分～11時30分
会　場　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象　第1子妊娠中の方
内　容　タッチケア体験とおしゃべりタイム
問合せ　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
　　　　Tel 045-780-3205

採用説明会
■2025年卒 総合職採用説明会
日　時　3月9日（土）・19日（火）・23日（土）
　　　　午前10時～12時
会　場　横浜中央 YMCA
内　容　採用説明会
申込み　マイナビ2025にてお申込みください。

問合せ　横浜 YMCA 本部事務局
　　　　Tel 045-662-3721

学校説明会
■ YMCA 健康福祉専門学校
〇介護福祉科
日　時　3月16日（土）・23日（土）
　　　　午前10時～/* 午後2時～
内　容　 AO入試・学校説明会/*オープンキャ

ンパス（体験授業）
〇 オンライン学校説明会（社会福祉科・精神

保健福祉科）
日　時　 3月2日・9日・16日・23日・30日（土）
　　　　午後1時30分～
　　　　14日（木）午後6時～
申込み　Tel 046-223-1441
詳細は　https://bit.ly/3OaLjr1
または QR コードをご覧ください。
■横浜 YMCAスポーツ専門学校
日　時　 3月16日（土）午前10時30分～、
　　　　2日・23日（土）* 午前10時～/
　　　　3日間とも午後2時～
内　容　学校・入試説明会
申込み　https://bit.ly/3k50tkH 
　　　　または QR コードをご覧ください。
問合せ　Tel 045-864-4990
〇 専門学校各校では入学試験を行っ

ています。詳細は各校へお問合
せください。

ウクライナコミュニティー「みどりクラブ」
ウクライナ語書籍と浮世絵アート

　ウクライナ支援活動の一つ「第13回みどりクラブ」では、緑区近隣
で生活するウクライナの人びとが集い、情報交換や自主プログラムに
取り組み、交流しています。 2 月 5 日には横浜市十日市場地域ケアプ
ラザにおいて10人が参加し、 1 月に新しく購
入したウクライナ語の書籍の貸し出しや浮世
絵アート、健康体操などを行い、心身のリフ
レッシュにつながりました。参加者同士の交
流も行い、ひと時、ホッとできる時となりま
した。

ピンクシャツデー
講演会開催や各 YMCA で取り組む

　横浜YMCAでは2月に世界的ないじめをなくす運動「ピンクシャツデー」
に、全国のYMCAや地域とともに取り組みました。横浜中央YMCAでは、
2 月29日に杉雄大さん（大学 3 年生。株式会社 releys 代表）を迎え、
講演会「道標（みちしるべ）～まずは知るところから！」を開催し、ジェ
ンダーやともに生きることについて考えました。
保育園や学童クラブでは絵本や言葉の持つ意味
を考えました。東本郷地域ケアプラザでは地域
のケアプラザと連携し中学生を対象に差別や偏
見をなくすメッセージをカードに記入しました。

　日常的な消毒清掃、扉や窓の開放等の感染
予防対策を行っています。施設内におけるマ
スク着用は、個人の判断を基本としますが、
各クラスやプログラム参加時は、それぞれの
留意事項に従い参加をお願いします。

ウイルス感染防止対策の取り組み

国際・地域協力募金受付中
　タイ、ミャンマーでの教育・自立支援、
カンボジアで教育支援・地域協力支援（国
内）、緊急支援活動などに用いられます。

専
門
学
校
・
リ
ー
ダ
ー
活
動
で
の
学
び
を

活
か
し
よ
り
良
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い

石
黒
　
翔
大

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校

ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
科
２
年
生

　

私
は
４
歳
か
ら
18
歳
ま
で
家
の
近
く
に

あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
水
泳
を
な

ら
っ
て
い
ま
し
た
。
将
来
は
水
泳
を
教
え

る
指
導
者
に
な
り
た
い
と
思
い
、
ス
ポ
ー

ツ
の
専
門
学
校
を
探
し
て
い
た
高
校
２
年

生
の
夏
に
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
専

門
学
校
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加

し
ま
し
た
。
学
校
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

を
感
じ
、
卒
業
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
作
成
が

あ
る
こ
と
も
聞
き
、
真
剣
に
し
っ
か
り
学

べ
る
環
境
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
受
け
ま

し
た
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
専
門
学
校
独
自
の
奨
学

金
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

　

専
門
学
校
の「
指
導
演
習
」と
い
う
授
業

で
は
、
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
学
校
と
同
じ
建
物
内
に
あ
る
ウ
エ
ル

ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
の

水
泳
の
指
導
に
関
わ
り
、
直
接
子
ど
も
た

ち
へ
の
指
導
方
法
や
言
葉
が
け
の
仕
方
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
接
し
方
な
ど
を
深
く
学

べ
ま
し
た
。
１
年
時
の
実
習
で
は
、
横
浜

中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ウ
エ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
で
水
泳
指
導
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
つ
な
が
り
も
あ
っ
て
、
実
習
が
終
了

し
た
後
は
、
リ
ー
ダ
ー（
指
導
者
）と
し
て

活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多

様
な
年
齢
層
の
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
、

自
分
自
身
の
指
導
の
幅
が
広
が
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
向

け
て
話
を
す
る
際
に
、
目
線
を
同
じ
高
さ

に
す
る
こ
と
で
よ
く
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
関
係
づ
く
り
に
よ
っ
て
子
ど
も

た
ち
も
話
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
座
学
の「
水
泳
指
導
法
」で
基
礎
を

学
び
、１
年
生
で
の
実
習
、２
年
生
で
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
指
導
の
現
場
を
継
続
し
て
活

動
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
や
伝
え
方
の
引
き
出
し
が
増

え
ま
し
た
。
今
で
は
グ
ル
ー
プ
を
ひ
と
り

で
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
や
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
関
わ
る

こ
と
で
新
た
な
つ
な
が
り
を
持
ち
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
、
自
分
自
身

に
力
が
つ
い
た
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

専
門
学
校
を
振
り
返
る
と
、
同
じ
志
を

持
っ
た
仲
間
と
と
も
に
授
業
を
受
け
、
楽

し
く
２
年
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
多
く
の
人
と
出
会
う
こ

と
が
で
き
、
人
と
の
触
れ
合
い
の

温
か
さ
の
魅
力
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
春
専
門
学
校
を

卒
業
し
、
４
月
か
ら
は
横
浜
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
に
入
職
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
専
門
学
校
で
の
学
び
を

活
か
し
、
水
泳
や
ス
ポ
ー
ツ
の
指

導
を
通
し
て
よ
り
良
い
社
会
づ
く

り
や
リ
ー
ダ
ー
を
育
む
こ
と
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▶デスクペン　春を感じられる日を迎えます。能登半島地震により避難生活を送っている方たち、不安や悲しみの中にある方たち、支援活動にあたる方たちの健康と安全が守られますように。私たち一人ひとりができることに取り組んでいきましょう。（直）
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▲ 水泳指導を確認し合う（左・湘南
とつか YMCAプール・2023年11月）


